
実証候補地点の推薦に係る考え方

１．推薦箇所選定に係る基本的な考え方

○ 福島新エネ社会構想においては、水素を有効活用するためのシステムの構築

について、福島県内において実証を行い、東京オリンピック・パラリンピック

が開催される２０２０年までに運転を開始することとされている。

○ このため、推薦箇所については、２０２０年の運転開始までに着実に整備が

可能となる箇所を選定することが重要である。

○ また、本構想は、再生可能エネルギーから水素を「作り」「貯め・運び」「

使う」未来の新エネルギー社会実現に向けたモデルを福島で創出することを目

指すものであり、実証を踏まえた将来の事業化等の観点からも選定を行う必要

がある。

○ このため、「再生可能エネルギー由来水素プロジェクト検討ＷＧ」において

取りまとめられた技術的要件を踏まえ、①用地の状況、②インフラ整備の状況、

③システム間の距離、④費用 の４つの視点から、各候補地を比較し、優位な

候補地を推薦箇所として選定する。

２．推薦地点の選定に係る視点

① 用地の状況 ○ 水素システムに関し、平成３０年央までの間

で可能な限り早期に着工できること

○ 太陽光発電に関し、平成２９年９月から設計

開始できること

面積、高低差、地盤強度、各種支障に係る

技術的要件を満たす用地提供の準備が整って

いる、又は、その予算措置がなされ、具体的

な目処がついていること

② インフラの状況 ○ 技術的要件を満たす道路、水道、電力が整備

されている、又は、必要な時期までに整備され

る予定があること

③ システム間の距離 ○ 水素システムと太陽光発電システムが可能な

限り近いこと

④ 費用 ○ 用地の確保・利用に要する費用が可能な限り

低廉であること
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